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　この環境報告書では、国内外村田製作所グル－プの環

境経営ビジョン、目標、取り組み内容及び実績について報

告します。�

　作成にあたっては、GRI（Global Reporting Initiative）

による「持続可能性報告ガイドライン」、環境省「環境報告

書ガイドライン2000年度版」、経済産業省「環境レポー

ティングガイドライン2001」などを参考にしています。

　なお、当報告書に記載されている各種統計は､直近の事

項まで含むよう配慮しておりますが､編集発行の都合上必

ずしも発行日現在の状況と一致しないことがあります。�
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　環境は、人類を含むあらゆる生物の存続の基盤になりますが、人類のさ

まざまな活動によって引き起こされた地球環境問題は今日最も重要な課題

となっています。�

　村田製作所グループ（以下「ムラタ」）は、自然環境の恵みのもと、有限

の地球資源を利用しながら、材料から生産設備を含む一貫した研究開発を

行い、地球資源の有効利用を考慮しながら多様な電子部品を生産し、世界

に供給しています。従って環境と共生し、環境に負担をかけない事業活動

をとくに優先すべきと考えています。�

�

　ムラタでは、創業以来の経営理念をまとめた社是を全社員の思考と行

動の基本としています。さらに創業50周年（1994年）を機に、エレクト

ロニクス社会の発展を通じて、世界の人々の豊かな生活の実現のために

貢献していくことを願って、私たちの在り方をムラタのMind Identity

（Innovator in Electronics）で表しました。このなかで、ムラタグ

ループ全体がエレクトロニクス社会のイノベーターになることを目指すと

ともに、研究、開発、生産、その他のすべての活動において、「資源エネルギ

ーを浪費する製品を作らない」 「環境を破壊する生産方法を行わない」こ

とを常に意識し、環境に対する十分な配慮を行い、地球規模で環境との共

生に向けて努力することを誓っています。�

　これまでに具体的な取り組みとして「製品の小型化や製品包装のリユ－

ス化」、「コジェネレーションの導入によるCO2排出量の削減」、「オゾン層

破壊物質や有機塩素系化合物使用の全廃」、「焼却炉の全廃と紙リサイク

ルの推進」、「食堂生ごみのコンポスト(堆肥)化設備の導入」、「グリーン調

達推進によるリサイクル製品の使用」、「ISO14001（環境マネジメントシ

ステム国際規格）の認証取得」など数多くの環境対策を進めてきました。�

�

　環境や社会への配慮なくして、企業の発展、繁栄はありえません。�

今後もこれらの取り組みをさらに発展、充実させるよう、一層の努力を続け

ていきます。�
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社　是�
技術を練磨し�

科学的管理を実践し�

独自の製品を供給して�

　　文化の発展に貢献し�

信用の蓄積につとめ�

会社の発展と�

　　協力者の共栄をはかり�

これをよろこび�

　　感謝する人びとと�

　　　　ともに運営する�
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